
    2023年 和鉄の道・Iron Road を振り返って  2024.1.5.         

 

      

≪社会・経済・暮らしの再建 地球人として生きる社会再構築の大変革の時代の到来≫ 

 課題山積の日本 2022年に引き続き、本年 何一つ解決できなかった日本 

 政治・経済界が言うほど日本は良くなったのだろうか? 

引き続き高齢化が進行する日本社会の疲弊 危機がわが身に迫る厳しい時代と組まねばならぬ日本 

ホストコロナの新時代の幕開け 老化が進む中で傘寿を迎え、いろんなことがあった厳しい年でした 

「鉄は時代を映す鏡」「鉄は産業の米」「鉄は国家なり」と言われた「鉄の道」 

   「鉄」から眺めた周囲の勝手気ままな今の収集。もう自分の時代ではないと自戒しつつ、 

何かの役に立てばと自らの行動メモの記録。先が見通せぬ混乱の中にあえいだ一年。 

  ◆ 目を覆いたくなる悲惨なウクライナ・パレスチナ ガザの惨状  そして頭の上を北朝鮮の弾道ミサイルが 

飛んでゆく。絵空事・ゲームの世界と思っていたことが我が身に迫る。核戦争が現実の脅威に。 

国際感覚がない島国日本は湯日本。気が付けば日本は経済・技術・生活ともG7再下位に。 

  ◆ 大気中CO2急増による地球温暖化と気候変動による激甚災害の多発。原因は人類社会がもたらした産物。 

     地球暴走の危機がもう目前に。脱炭素取組・激甚災害へのインフラ整備の遅れ  

“経験したことのない自然災害”のお題目がむなしく響く 

◆ 資源・食糧・エネルギーの自給できぬ日本の危うさが現実に 急激な物価高が生活にひたひたと 

神戸の街で暮らす私たちの身近にも、社会生活への影響がひたひたと。 

 

  経済界・政治は経済の回復を歌うが、急激な物価上昇・格差が展開する中で、働く世代の減少が追い打ち。 

  暮らしの疲弊 日本が取り残されている・・・・そんな意識がわが身にひしひしと・・・・・ 

高度情報化社会がもたらした厳しい先行き不安の現実 " 今 幸福なのだろうか? "  

みんな地球人「自分さえよければ・・・ではどうにもならぬ意識と覚悟」の新時代 

何としても突破口・出口を見つけねばならぬ「地球・そして日本」の危機の前に立つ 

Iron Road  世界と共に生きる時代の模索・取組推進の時代の幕開けを実感した一年になりました 

そして、２０２３年年末 まさに今 日本の政治に大激震「自民党各派閥の裏金作り」の発覚 

ボス政治家たちに検察のメスが入った。 この成り行きが良くも悪くも日本を変える 

日本の老獪な仲間政治・派閥政治に幕が下りて、新しい政治が始まるのか 

◎ 日本の今への警鐘 「何も変わらぬこの閉塞感と不安感 心地よい ゆでガエル状態」 

小林喜光氏の指摘に今一度 耳を傾けよう 

https://infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019mutsu/fkobe1903kobayashi.pdf 

◎ 2023年のスポーツ界 日本でそして世界で若者たちがフレッシュな姿で躍動する姿を見せてくれた。 

今までの流儀から飛び出した若者たちの流儀のフレッシュな姿 

    これからの日本の希望 「やってみなはれ!!」と応援せねば・・・・・ 

                          2024.1.5. Mutsu Nakanishi  From Kobe 

https://infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019mutsu/fkobe1903kobayashi.pdf
https://infokkkna.com/ironroad/2019htm/2019mutsu/fkobe1903kobayashi.pdf
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未知への挑戦 若者たちの躍動 ひとつになれば  

侍ジャパン WBC優勝 

“今日一日は憧れを捨てて勝つことだけ考えて”“感無量 このムはチームワークも最高でした” 

   

 

  脱炭素社会構築への取組 約束事の具体的な取組進行状況・成果が問われ始めた 

脱炭素 特に化石燃料エネルギーから再生エネルギーへの転換が待ったなし。 

でも、戦乱の中、大国のエゴが絡む中、化石燃料からの脱却が進まず、また原子力発電依存も強まっている。 

このままでは2030年温暖化対策目標値<+1.5℃ が厳しく、特に化石燃料依存の高い日本に厳しい目が 

注がれている。 

 

  

  



   12月に傘寿80歳を迎え、振り返れば、「和鉄の道」20余年 1999-2023      

〇「和鉄の道」・「風来坊」「四季折々・From Kobe 」それぞれ1999～2022年の年次File として収蔵。 

まだまだ、整理のつかない文もありますが、日本国中勝手気ままな私の風来坊の記録として積みあがりました。 

思い起こせば、鉄鋼会社に入社した頃、先輩から依頼された小さな鉄滓の塊を手にして、たたら製鉄の歴史   

に興味を抱いて 休日西播磨や山陰の山間へ遺跡を訪ねたのが端緒。仕事の合間にせっせと日本各地探訪。   

世は高度成長からコンピューター革命の時代。インターネットから、世界へ自由に情報発信できる時代。    

公開された諸氏のHPに偶発され、思い付きで出かけていた日本各地の探訪記や今その時々の見聞を行動記   

録にしてHPに公開して、残すことに。HP名はずっと頭にあった「Iron Road・和鉄の道」に。        

また、この間１０数年に及ぶ愛媛大 東アジア古代鉄文化センターの「人口鉄の起源&ユーラシア大陸東遷 

の道」国際プロジェクトの年次成果報告会シンポにも毎年聴講参加させていただき、聴講記録集成 私蔵版 

「たたらの源流 鉄の起源 & ユーラシア大陸東遷の道」として HP「和鉄の道」にも整理公開出来ました。 

長年鉄に携わってきた私の宝物です。村上恭通先生はじめ、お世話になった研究者諸氏の皆様には本当に感謝。 

ありがとうございます。 

〇 もう一つ の和鉄の道トピックス 「鉄のない世界 そして日本人のルーツ「縄文」の世界」を知ることができました。 

数々の現地訪問や縄文の会に参加させていただき、その都度 自然の美しさと共に縄文の素晴らしさを和鉄の道・ 

Iron Road で紹介させていただく事が出来ました。 

縄文の世界が世界遺産に登録されるとともに、数多くの人達・仲間と接することができたのもうれしい思い出です。 

もう80歳を迎え、老化が進むと共に頭回らずで、最近は和鉄の道の資料構成も中々できず、最近はデジカメで撮っ 

た訪問Photoやインターネット等で見つけた資料の収集と自分の暮らす神戸近郊Walkの行動記録のメモばかりに 

なっています。自分の歩いたその時々の記録として残しておけばとの思いです。 

勝手気ままなものばかりで、衰えは感じていますが、足も動くし、好奇心も気力もあり。 

今元気でいることに感謝しつつ、日あらた。 

風の向くまま気の向くままの風来坊メモ、どこまで続くかわかりませんが、今後ともよろしくお願いします。 

                   2024.1.5. 和鉄の道一年をふりかえりつつ  Mutsu Nakanishi  From Kobe 

                  < 和鉄の道・Iron Road  1999-2023> 

 掲載全記事File 収蔵庫 : https://infokkkna.com/ironroad/dock/ironroad.htm 

 

 

 

https://infokkkna.com/ironroad/dock/ironroad.htm


    四季折々・From Kobe 2023 一年を振り返って 2024.1.1.            

◎ 四季折々・From Kobe 11件 ( 神戸季節の便り & 思いつくまま From Kobe ) 

 資料収集: 毎月の神戸新聞文珍さん落語見聞録&コラム正平調ほか抜き書き等  々

      
 

神戸から発信を続けてきた毎日 Walking 「気力」 と 「好奇心」が一番大事かなぁ・・・・と想う歳に。 

思いつくまま気の向くまま私の風来坊記録。 来年もそれが続けられれば一番と。  

スライド動画に撮った神戸近郊の街・田園風景は四季折々移りゆく 2023年神戸の歳時記 

また、毎日朝広げる新聞を読んでは、ひとりブツブツ。  

TVはどのチャンネルを回しても同じ顔ぶれのバカ騒ぎ。こちらが老化してついて行けなくなったのでしょうか。 

ニュースまでもが、芸能化してきっちりとした事象を伝える姿勢をなくしている。 

周りの景色は年々薄らぐ季節感。80歳 高齢を迎え、環境・周りの自然ばかりでなく、自分自身も大きな変わり目、 

これから一山もふた山を越えねばと。 

時代の転換点の今 リーダーには 能動的で「リーダーの孤独」が解るフレッシュな人になってほしいなぁと。 

日本の社会全体が世代交代が必要な時期にいまだにドタバタの政治家たち。その姿は一番乏しい姿に見える 

でも ぶつぶつ言うのはやめて 新しい道につなげねばと私も頭の切り替え必要か・・・・。 

 

地球を舞台に起こる大きな変化の流れの中 「鉄」をキーワードに老いゆく自分の 2023 記録メモ  

同じことばかり ぶつぶつ 進歩がないなぁ・・と感じつつも、また、何処かで かつての記録を眺める機会が 

あるだろうと。そんな思いで、一年 和鉄の道に記録してきたページを整理する。 

「こんなこと書いている」と見つけた記事や景色に当時の思いが駆け巡り、頭のリフレッシュ。 

もう とっくに自分の時代ではないと感じつつも、今の時代を前向いてと。 

勝手気ままな風来坊メモ また一冊の積み重ねです。 

仲間の笑顔がみんなの応援歌  思いはみんな同じ 無理せず時には声をあげて 

本当にありがとう。 

一歩また一歩 元気に毎日を  God be with You!! & You Raise Me Up!!  

2023.12.10. 今年一年を振り返りつつ  From Kobe Mutsu Nakanishi 



コロナワクチンの接種が広く行き渡り、コロナが収束へ まだまだ不安がのこるものの 

各自の行動規制も緩和され、待ちゆく人も マスクをはずし、笑顔がのぞく1年に。 

でも、ロシアのウクライナ侵攻が収まらぬ中、イスラエルのパレスチナ侵攻。 

そして、コロナで疲弊した中国の不況が世界に影を落とす一方、石油・天然ガスの高騰が世界各国を 

急激な物価高をみまい、いまだに収まらぬ状況 

また、世界各国の脱炭素社会の取組にも遅れが心配される中、地球温暖化による激甚災害がわが身にも 

迫り、またゲームの世界と思っていた戦争の残虐・悲惨な世界が眼前に。 

まったく先が見えぬ中で、老いゆくわが身を感じる一年。 

 

厳しい世相の中で、一年を通じて、西神戸・東播磨の風来坊をデジカメで記録した一年。 

思いつくまま 気の向くまま、新聞やインターネットからもニュース収集。 

２０２３年の私の行動記録になりました。 

本当にポストコロナの希望の年を年初には思い描いたのですが、現実は厳しい先が見えぬ歳に。 

２０２４年には戦争・核の恐怖が薄らぐ、文字通り、平和が世界に満ちますよう。 

                                 2024.1.1. 激動の新時代 １年を振り返って  Mutsu Nakanishi 

                                   

     四季折々 Monthly 神戸 季節だより・From Kobe  2023                                    

 

    



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


